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２学期がスタート！充実した学期にしましょう！

38日間の夏休みも終わり、２学期が始まりました。充実した夏休みを終え、
新たな学期のスタートを切る準備はできているでしょうか。
２学期は、体育大会、合唱コンクールという大きな行事が予定されています。今年度は縦割り

の取組を予定しています。学校が大きく前進できるよう、３年生を中心にこれまでの伝統を繋ぎ、
新たな文化を創造できるよう頑張りましょう。
２年生は、部活動ではチームの中心になります。３年生から良き伝統を受け継ぎ、さらに発展

させられるよう頑張ってください。秋季大会に向けて１年生をしっかりリードし、日々の練習に
励みましょう。１年生は上級生をお手本として、部活動の中心になれるよう積極的にチャレンジ
していきましょう。

－生徒会スローガン－

言葉でつながり合う日本一の中学校
～ みんなで広げる心の輪 ～

９月の主な予定

1日 (金) ３年生実力テスト
5日 (火) ２年 職場体験事前訪問
6日 (水) ２年 職場体験（～8日 金）
13日 (水) 体育大会 結団式
16日 (土) 城久秋季大会 城久秋季陸上大会
17日 (日) 城久秋季大会
18日 (月) 敬老の日 城久秋季大会（予備日）
19日 (火) 諸費振替日
21日 (木) 体育大会予行
27日 (水) 体育大会前日準備
28日 (木) 第68回 体育大会 諸費再振替日
29日 (金) 体育大会予備日

【 テスト前部活動停止 】 28日(木)～10月5日(木)
【 平日部活動休養日 】 6日(水)、13日(水)、20日(水)、27日(水)

祝 近畿大会出場
硬式テニス
男子シングルス 山村 凌久

祝 全国大会出場
陸上競技
男子100m 舟川 拓

輝く城中生 夏の各種大会・コンクール結果一覧

京都府大会・京都府吹奏楽コンクール

山城大会

陸上競技 男子総合 第５位

個人 ３年男子100m 第４位 舟川 拓
共通男子砲丸投 第４位 杉 明
共通男子四種競技 第４位 吉原 彩徒
共通男子800m 第５位 西田 海輝
共通男子４×100mR 第５位 髙田 舟川 藤井 西村

バレーボール男子 ベスト６

硬式テニス 個人 男子シングルス 優 勝 山村 凌久

柔道 個人 男子９１ｋｇ超級 第 ３ 位 藤山 慶翔
９１ｋｇ超級 ベスト８ 髙間 龍也
５５ｋｇ級 ベスト８ 鈴木 湊太

女子５７ｋｇ級 ベスト８ 八木子々菜

バドミントン 男子シングルス ベスト８ 北分 優樹

京都府吹奏楽コンクール 銀 賞

バレーボール男子 準優勝 府大会出場

柔道 団体 優 勝 府大会出場

個人 男子９１ｋｇ超級 優 勝 藤山 慶翔 府大会出場
準優勝 髙間 龍也 府大会出場

男子５０ｋｇ級 準優勝 藤山 翔太 府大会出場
男子５５ｋｇ級 第３位 鈴木 湊太 府大会出場
女子５７ｋｇ級 準優勝 八木子々菜 府大会出場

水泳 個人 女子200m背泳ぎ 準優勝 中澤 京星 府大会出場
200m自由形 第４位 中澤 京星 府大会出場
100m平泳ぎ 第５位 速見 芽生 府大会出場
100m自由形 第６位 速見 芽生 府大会出場

男子100m平泳ぎ 第７位 海老名佑紀 府大会出場
50m自由形 第８位 山田 流良 府大会出場

バドミントン 男子シングルス 第３位 北分 優樹 府大会出場



城久大会

慶山市中学生訪問団との交流会

サッカー 優 勝 山城大会出場

野球 第３位

バスケットボール女子 第３位

卓球女子 第３位

ソフトテニス女子 個人 ベスト８ 三浦・竹村ペア 山城大会出場
三瀬・片岡ペア 山城大会出場

ベスト１４ 織戸・原田ペア 山城大会出場

ソフトテニス男子 個人 ベスト１４ 井上・岩佐ペア 山城大会出場

柔道 個人 男子８１ｋｇ超級 優 勝 藤山 慶翔 山城大会出場
準優勝 髙間 龍也 山城大会出場
第３位 林 虎乃輔 山城大会出場

５５ｋｇ以下級 第３位 鈴木 湊太 山城大会出場
第３位 藤山 翔太 山城大会出場

女子無差別級 準優勝 八木子々菜 山城大会出場

バドミントン 個人 男子シングルス 準優勝 田邊 陽向 山城大会出場
第３位 北分 優樹 山城大会出場

女子シングルス 準優勝 河野ひなた 山城大会出場

8/2(水)に、城陽市の姉妹都市である韓国の慶山市から、中学生訪問団が城陽中学校を訪問
されました。城陽市と慶山市との絆を深めるべく、１学期中からボランティアの生徒が準備
を進めてくれていました。
当日は、学校紹介や部活動参観、吹奏楽部による歓迎の演奏に始まり、交流会では日本の

遊びをともに楽しみました。共通語として、英語を使ってコミュニケーションをとり、国際
感覚を高める機会となったようでした。


